
介護支援ボランティア制度の流れ介護支援ボランティア制度の流れ
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⑧

　平成 24 年７月から介護支援ボ

ランティアの募集を開始します。

　登録手続きの窓口は、鹿屋市社

会福祉協議会（リナシティ２階）

及び同協議会吾平・輝北・串良支

所となります。

　なお、手続きの際は印かんと介

護保険証を持参してください。

　　　　　【問い合わせ】

　　　　　鹿屋市社会福祉協議会

　　　　　☎ 0994-44-2951

介護支援ボランティア介護支援ボランティア
を募集しますを募集します

介護サービス基盤の強化を進めます介護サービス基盤の強化を進めます

特別養護老人ホーム 地域密着型サービス

募集の概要
（１） 募集する法人
　平成 24 年４月１日現在、市内で入所定員が 50 人以
下の特別養護老人ホームを運営する法人

（２） 募集する整備床数

事業開始
年度

平成 25 年度 平成 26 年度

整備床数
（100 床）

40 床 60 床

20 床×２箇所 20 床×３箇所

※１法人における整備可能数は 20床以内とします。

（３） 募集する整備内容
　既存の施設の増床とし、増床する部分の居室構造は、
従来型個室とします。

募集の概要
（１） 募集する法人
○ 平成 24 年４月１日現在、市内に住所を有する法人
であり、介護サービスの運営経験を有していること

○ 本事業の実施に必要な人員及び設備等を確保すると
ともに、本事業の開始当初から安定したサービスを
提供することができる体制を整備するための十分な
能力及び経験を有していること　ほか

（２） 募集するサービスの種類（箇所数）
① 定期巡回・随時対応型訪問介護看護（２箇所）
②小規模多機能型居宅介護（５箇所）
③認知症対応型通所介護（共用型）（３箇所）

（３）事業開始の年度
　平成 24・25年度

※詳細については、市ホームページをご覧ください。

　市では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域において継続して生活するための「地域包括ケア」の推進
を図るとともに、特別養護老人ホームへの入所希望ニーズを勘案し、介護サービス基盤の強化を行ってい
きます。
　平成 24年度から平成 26年度については、下表のとおり特別養護老人ホーム及び地域密着型サービスの
整備について募集を行います。

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
介
護

保
険
料
が
改
定

　

こ
れ
ま
で
「
広
報
か
の
や
」
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
３
か

年
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
を
推
計
し
、
こ
の
期
間

に
要
す
る
費
用
を
約
２
９
４
億
円

と
見
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
も
と
に
、
65
歳
以
上
の

人
の
負
担
割
合
（
21
％
）
に
見
合

う
介
護
保
険
料
を
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
介
護
保
険
料
の
引
上
げ
改
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
各

所
得
段
階
に
お
け
る
保
険
料
額
は

上
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
７
月
に
決
定

し
、
７
月
中
旬
以
降
に
皆
さ
ん
に

通
知
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
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齢
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０
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市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
24
年
７
月
か
ら

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
が
市
内

の
介
護
保
険
施
設
等
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
貢
献
や
社
会
参
加
を
通
し
て
介

護
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

が
指
定
さ
れ
た
介
護
保
険
施
設
等

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た

場
合
に
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て
付

与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
、
本
人
の

申
し
出
に
よ
り
換
金
で
き
る
仕
組

み
で
す
。

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人
（
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
）
で
、
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

い
い
え

所得段階 計算方法
年間保険料額

（月額相当額）

第１段階 基準額× 0.5
35,940 円

（2,995 円）

第２段階 基準額× 0.5
35,940 円

（2,995 円）

第３段階 基準額× 0.75
53,910 円

（4,493 円）

第４段階 基準額
71,880 円

（5,990 円）

第５段階 基準額× 1.25
89,850 円

（7,488 円）

第６段階 基準額× 1.5
107,820 円

（8,985 円）

生活保護を
受給してい
る

住民税の
課税対象に
なっている

同じ世帯に
住民税の課税対象に
なっている人がいる

前年の合計所得金額
が 190 万円以上ある

老齢福祉年金を
受給している

前年の合計所得金額
　　　　＋
公的年金等収入が
80 万円以下である

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

い
い
え

介護保険料の所得段階を確認してみましょう（65歳以上）介護保険料の所得段階を確認してみましょう（65歳以上）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
登
録
し
、
研
修

を
受
講
す
る
と
手
帳
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
活
動
内
容
＝
話
し
相
手
、
施
設

職
員
と
と
も
に
行
う
軽
微
か
つ

補
助
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
＝
１
時
間
の
活
動
で

１
ス
タ
ン
プ
（
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
）、
１
日
２
ス
タ
ン
プ
が
上

限
で
す
。

●
交
付
金
＝
集
め
た
ス
タ
ン
プ
を

年
度
末
に
評
価
ポ
イ
ン
ト
に
換

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
年
間
５
千
ポ
イ
ン
ト
＝
５
千
円

が
上
限
で
す
。

介
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介
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す
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